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中間業績予想の修正に関するお知らせ 
 

最近の業績の動向を踏まえ、平成 18 年 5 月 26 日の決算発表時に公表した業績予想を下記のとおり修正

します。 

記 

１． 19 年 3 月期中間個別業績予想数値の修正（平成 18 年 4 月 1日～平成 18 年 9月 30 日） 

(単位：百万円、％) 

 売 上 高 経 常 利 益 当期純利益 

前回発表予想(Ａ) 

(平成 18 年 5月 26 日発表) 
２，７６０ ５７ ４５

今回修正予想(Ｂ) ２，８４２ ４３ ２８

増減額(Ｂ－Ａ) ８２ △１４ △１７

増減率 ３．０％ △２４．６％ △３７．８％

前期(平成 18 年 3 月期中間)実績 ２，９７１ ４１ △３９８

 

２． 19 年 3 月期連結中間業績予想数値の修正（平成 18 年 4 月 1日～平成 18 年 9月 30 日） 

(単位：百万円、％) 

 売 上 高 経 常 利 益 当期純利益 

前回発表予想(Ａ) 

(平成 18 年 5月 26 日発表) 
３，２６０ １１５ ６９

今回修正予想(Ｂ) ３，６７２ １１３ ５５

増減額(Ｂ－Ａ) ４１２ △２ △１４

増減率 １２．６％ △１．７％ △２０．３％

前期(平成 18 年 3 月期中間)実績 ３，４５０ １１５ △３７１

 

３． 理由 

修正の主なものは、以下のとおりであります。 

(1) 中間個別業績予想の修正理由 
当中間期における当期純利益は期初予想に比べ 17百万円の減益となりました。 
主な理由といたしましては、当中間期における売上高は、産業資材事業部の合繊原料の輸出が

大幅に増加となり、マット事業部では自動車用フロアーマットおよびゴルフ用マットの需要が回

復したことなどで計画を上回りましたが、収益面への影響は原油高による全体の費用の増加とな

り、食品事業部では輸入品が期初よりのユーロ高の影響を受け収益を圧迫すると共に、期末日で

の為替換算により為替差損が発生し、減益となりました。 



(２) 中間連結業績予想の修正理由 
 当中間期における売上高は期初予想に比べ 412百万円の増収となりました。 
主な理由といたしましては、産業資材事業において合繊原料の輸出が大幅に増加となると共に、

マット事業においても自動車用フロアーマットの中東諸国向けの売上が増加したことなどにより

計画を上回りましたが、収益につきましては個別での業績の影響を受け減益となりました。 
 
(３) 平成 19年 3月期個別・連結通期業績見込みについて 

     通期の業績予想については、中間決算発表（平成 18年 11月 24日予定）時に公表する予定です。  
                                        以  上 


